
会員通信

地域の魚－埼玉県のホンモロコ（彩のもろこ）－
三戸秀敏

「海なし県」の埼玉県が最近頑張っている魚を
紹介します。

埼玉県はおよそ県西部から中央部を流れる荒
川と群馬・茨城・千葉の県境を流れる利根川・江
戸川の流域に属しています。県土に占める河川
の面積割合は徳島県の4.5％に次ぐ、3.9％です

（パンフレット「埼玉県の河川」令和2年4月）。
では河川での漁業が盛んかと言うと、あまり聞

きません。
「令和元年（2019年）埼玉県統計年鑑」によっ

て平成25年から29年の県内の漁業・養殖業の状
況を見てみました。その間の河川漁業漁獲量は
93 ～ 140tで、そのうちコイ、フナ、ウグイなどのコ
イ科魚類が各年とも60 ～ 70％を占め、次いでア
ユが15％前後、マス類が10％です（表1）。

一方、養殖業生産量（区画漁業＋食用魚）は63
～ 94.6tで、ニジマス、ヤマメ・イワナのマス類が各
年でおよそ40 ～ 60％を占め、次いで多いのがこ
の度紹介するホンモロコで、各年約20ｔ（30％）
の生産を挙げています（表2）。

5-19　漁業・養殖業状況　（1）河川漁業漁獲量� 単位：ｔ

年次 合計 アユ マス類 コイ フナ ウグイ オイ
カワ タナゴ ウナギ ドジョウ カジカ ソウ

ギョ類 エビ ワカ
サギ その他

平成25年 126 19 13 15 41 11 8 0 1 2 0 - 0 2 12
26年 118 17 13 15 39 10 8 0 1 2 0 - 0 2 11
27年 93 15 12 13 27 9 6 0 0 1 0 - 0 2 8
28年 135 16 13 17 59 9 8 0 1 1 0 0 0 3 9
29年 140 18 13 17 61 9 7 0 1 1 0 0 0 3 9

資料：県水産研究所�「埼玉県漁業養殖業統計年報」
注）その他とは、ナマズ等をいう。

表1　河川漁業漁獲量
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いわゆるモロコには、イトモロコ属（3種）とタ
モロコ属（2種）があり、「彩のもろこ」として売り出
しているのはタモロコ属のホンモロコです（パン
フレット「彩のもろこ」表紙　埼玉県食用魚生産
組合）。河川や田んぼに生息しているホンモロコ
は、もう少しスマートなようですが、適当な写真が
入手できませんでしたので、パンフレットで紹介し
ます。

皆さんご存知のとおり、ホンモロコは琵琶湖特

産の魚で、我が国のコイ科の魚の中では最も美
味しいと言われており、関西地方では昔から高級
魚として塩焼きや甘露煮、天ぷら、寿司だねとし
て使われているそうです。

最近では全国各地でホンモロコの養殖が盛ん
になってきています。ネットで検索すると山形県、
栃木県、群馬県、千葉県、長野県、山梨県、石川
県、滋賀県、鳥取県、島根県などで休耕田を利用
した養殖が行われているとの情報を拾うことが
できます。

しかし、販売に供される成魚でも1尾あたり
精 ５々ｇ程度であることからか、大きな生産量と
はならず、地域の特産品として活路を探っている
ようです。

このようなホンモロコに目を付け、その養殖技
術の開発に尽力しているのが埼玉県水産研究所
です。海は言うに及ばず、大きな天然湖沼もなく、
水産業が盛んになる背景が見当たりませんが、水
産試験場（現 水産研究所）はあります。県にお
ける水産業の研究・指導を目的として1951年（昭
和26年）に埼玉県水産指導所として加須市に設
置され、1957年（昭和32年）に水産試験場に改
称し、熊谷市に同熊谷養鱒試験地を創設しまし
た。1976年（昭和51年）には熊谷養鱒試験地を
熊谷支場と改称しました。その後、2000年（平
成12年）に県内の試験研究機関を統合し、埼玉
県農林総合研究センターのもとに試験場は支所
となりましたが、現在はまた単独研究所となってパンフレット「彩のもろこ」表紙

5-19　漁業・養殖業状況（続き）　（2）養殖業生産量� 単位：ｔ

年次

区画漁業
生産量 食用魚 観賞魚

コイ コイ ニジマス ヤマメ・
イワナ

ソウギョ
（万尾）

ペヘ
レイ

ホン
モロコ ナマズ アユ ニシキ

ゴイ
キンギョ
（万尾）

ヒメダカ
他（万尾）

平成25年 7.0  - 25 14 1 0 22 4 - 20 372 643
26年 9.0  - 22 13 3 1 22 3 - 26 408 668
27年 9.0 - 20 7 3 0 21 4 - 22 385 597
28年 12.0  - 17 7 5 0 19 3 - 17 371 719
29年 11.6 - 52 9 - 0 19 3 - 13 349 683

資料：県水産研究所 「埼玉県漁業養殖業統計年報」

表2　養殖業生産量
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います。この間、2004年（平成16年）には、熊谷
支場が廃止されました。

なかなか厳しい研究環境の中で、県水産研究
所は全国に先駆けて水田を利用した「ホンモロ
コ」の養殖技術を確立し、その技術指導を受けた
養殖業者40軒ほどが最近では年間約20tをコン
スタンに養殖・出荷するまでになりました。
「埼玉県の水産」（埼玉県HP、2020年6月掲

載）によれば、埼玉県の東部（利根川・江戸川流
域の水田地帯）では、元々冬期に農業水路や河
川等で漁獲したモツゴ（クチボソ）を、醤油や
砂糖などを用いて煮た「雑魚煮」を食べる習慣
がありました。しかし、河川の環境悪化や改修
などにより漁獲量が減少しました。元々モツゴ
は、一度の産卵数が少ないなど、効率的な養殖
が難しいため、当時の水産試験場がモツゴに
姿形や調理法が似ているホンモロコの養殖技
術の開発研究に取り組み、1992年（平成4年）
に全国に先駆けて水田を利用した養殖技術を
確立し、その技術を養殖業者に公開しました。
併せて生産した種苗を配布するとともに技術
の普及・指導を行なっています。また、2016年

（平成28年）にはバイオテクノロジー技術により
全雌化した「子持ちホンモロコ」の養殖技術を
開発し、目下その普及に努めています。

今では埼玉県農産物ブランド推進品目に取り
上げられ、「彩のもろこ」ブランドとして生産基準
や販売基準を定めて生産に取り組んでいます（パ
ンフレット「彩のもろこ」ブランド化基準　県水
産研究所）。

県内の養殖業者は、活魚を庭先で販売してい
るようですが、甘露煮等として販売もしています。
その他に「艶煮」、「弥生漬」、「赤味噌煮」などが
あるようです（パンフレット　さいたまのホンモ
ロコ）。

また、「子持ちホンモロコ」についても加須市地
域雇用創造協議会が平成30-31年度新商品開発
テーマ「子持ちホンモロコの加工品」として燻製・
燻製オイル煮の開発を行っています。

生産量が少ないためと思われますが、これら
の甘露煮等が一般のスーパーマーケットで目に
したことがありません。生産者自らによる販売が
主流のようです。正に地域の魚ではありますが、
私のようなよそ者にとっては未知の魚です。自宅
に近いJA農産物販売所でホンモロコが欲しいと
聞いたところ、入荷は9月以降ですと言われまし
た。更に道の駅でも探しましたが、見当たらず
加工品を含めて、まだ食べていません。主に海
の魚で育った筆者にとっては、ウナギや渓流魚
以外の内水面の魚には馴染みが薄く、ワカサギ
が精々です。見た目の鱗模様はコハダ（コノシロ）
に似ているようですが、正直に言えば、ペットと
しては兎も角として食用、特に寿司ネタには二の
足を踏みます。とは言え、食べるまでが魚学とも
言います。今秋には実際に食したいと思ってい 
ます。

本稿を纏めるに当たり埼玉県水産研究所担当
部長の梅沢一弘さんに色 と々ご教授いただきま
したことを記して感謝申し上げます。

「彩のもろこ」ブランド化基準

ホンモロコは、琵琶湖原産の日本産淡水魚で、関西方面では高級魚として
有名です。埼玉県では、水田転作の作目としてホンモロコ養殖が盛んに行わ
れており、日本一の生産量（20㌧）を誇っています。

池で飼育されたホンモロコは、そのまま食べると泥臭やカビ臭があること
から、出荷する前には清水で蓄養を行い、臭みを取り除いてから販売されま
す。

そこで、埼玉県では、「彩のもろこ」ブランド化基準を設けて、これに基
づいて生産・蓄養されたホンモロコに「彩のモロコ」のブランド名を付けて
出荷し、臭みが無く、美味しいホンモロコを消費者に提供しています。

ホンモロコの養殖池 彩のもろこ生産方法

彩のもろこ畜養方法

（水産研究所 養殖担当 TEL 0480-61-0458）

水１㌧当たり 換水率 蓄養期間 井戸水の注水量
魚の収容量 (回/日) （１時間当たり）
水量の２％で ５回転 ５日 １㌧水槽で２１０㍑
２０㎏まで 10回転 ４日 １㌧水槽で４２０㍑
井戸水のかけ流しによる蓄養

①飼育水は井戸水だけを使用
②良質な配合飼料だけを使用
（タンパク含有量４２％以上で、年内
に製造された飼料を使用）

③水産用医薬品を含めて、薬剤は一切
使用しない

１ ０ 月 に な る と ３ ～
８ ｇ に 成 長 し た ホ ン モ
ロ コ を 池 か ら 取 り 揚 げ
ます。

蓄養により、臭みが無く
なってから販売されるホン
モロコ。

取り揚げた魚は臭みを取
るため、井戸水を掛け流し
て、４～５日間蓄養します。

４月に採卵、ふ化後、飼育池に放
し、人工飼料を与え、10月まで魚を
育てます。

パンフレット「彩のもろこ」ブランド化基準
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パンフレット　さいたまのホンモロコ




